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問　

市
は
臨
時
財
政
対
策
債

頼
み
の
財
政
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　

臨
財
債
は

本
来
地
方
交
付
税
と
し
て
交

付
さ
る
べ
き
も
の
を
代
替
財

源
と
し
て
地
方
債
を
起
債
し

て
埋
め
合
わ
せ
る
制
度
で
あ

る
。
従
っ
て
、
元
利
金
相
当

額
は
全
額
国
が
補
て
ん
す
る
。

問　

市
の
借
金
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
元
利
と
も
国
が
補
て

ん
す
る
な
ら
純
然
た
る
市
の

借
金
で
は
な
い
と
い
え
る
。

平
成
25
年
度
末
の
市
債
残
高

に
は
算
入
さ
れ
て
い
る
か
。

問　

今
年
の
ま
ち
づ
く
り
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「
公
共
交
通

バ
ス
」
と
「
市
内
の
バ
ス
路

線
数
」
が
「
現
在
の
満
足
度

が
低
く
今
後
の
重
要
度
は
高

い
」
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

市
長　

今
年
の
結
果
は
、
今

回
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
と

承
知
し
て
い
る
。
満
足
度
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
路
線
バ

な
ど
歳
出
の
増
加
で
あ
る
。

予
算
編
成
は
需
用
費
等
物
件

費
縮
小
を
方
針
と
し
て
お
り
、

職
員
間
に
も
定
着
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
は

待
っ
た
な
し

問　

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
検

討
作
業
の
進
捗
状
況
は
。

地
域
支
援
課
長　

全
行
政
区
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
及
び

県
内
25
市
を
調
査
中
で
年
度

内
に
は
そ
の
分
析
ま
で
終
了

し
方
向
性
を
つ
け
た
い
。

企
画
財
政
課
長　

一
般
会
計

市
債
残
高
約
１
３
５
億
円
の

う
ち
約
64
億
円
が
臨
財
債
。

　

従
っ
て
純
然
た
る
市
の
借

金
は
71
億
円
程
度
と
考
え
る

事
も
で
き
る
。

問　

臨
財
債
を
除
く
と
経
常

収
支
比
率
が
ほ
ぼ
１
０
０
％

で
財
政
に
余
裕
が
な
い
こ
と

を
示
す
。
対
策
は
。

企
画
財
政
課
長　

悪
化
原
因

は
景
気
後
退
に
よ
る
歳
入
減

少
に
よ
る
。
一
方
扶
助
費
や

下
水
道
事
業
等
へ
の
繰
出
金

ス
の
利
便
性
が
低
い
地
域
へ

の
対
策
が
課
題
で
あ
る
。

商
工
観
光
課
長　

市
で
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
動
車
貸
与
事

業
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の

事
業
は
、
バ
ス
交
通
に
対
す

る
不
満
を
一
定
抑
え
て
く
れ

て
い
る
と
い
う
分
析
も
し
て

い
る
。

　

導
入
が
進
め
ば
、
バ
ス
に

対
す
る
満
足
度
は
高
ま
る
と

考
え
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

走
ら
せ
る
だ
け
が

目
的
で
は
な
い

問
　
多
く
の
高
齢
者
の
方
々

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

利
用
し
外
出
頻
度
が
上
が
る

こ
と
で
健
康
を
維
持
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。
こ
の
事
業
を

健
康
づ
く
り
の
観
点
か
ら
評

価
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

商
工
観
光
課
長　

昨
年
12
月

施
行
の
交
通
政
策
基
本
法
を

見
る
と
、
交
通
は
国
民
の
自

立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会

生
活
の
確
保
な
ど
の
機
能
を

有
す
る
も
の
で
、
そ
う
い
う

視
点
に
立
っ
た
事
業
を
行
い
、

施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
あ
る
。
今
後
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
市
民
の
社
会
生

活
を
保
障
し
て
い
く
視
点
が

大
事
に
な
る
と
思
う
。

大型事業が続くが
市の財政状況は

答 経常的経費が増加しており歳出削減
　 に努めている
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満
足
度
が
低
い

公
共
交
通
バ
ス
対
策
は

答 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　 

導
入
が
進
め
ば
満
足

　 

度
は
高
ま
る

矢
加
部 

茂
晴 

議
員

無償貸与する球場等建設予定地

筑後船小屋駅に停車中の久留米船小屋線の路線バス


